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1 はじめに
通信インフラの整備されていない環境において,生物
や環境の変化を観測するためには大規模なセンサーネッ
トワークを構築する必要があり,それを実現するには莫
大な費用が必要となる. そのため,基地局への接続を必
要としないDTN(Delay/Disruption Tolerant)によるセ
ンサーデータの収集が有効であると考えられるが,DTN

にはメッセージを複製することにより網資源を消費して
しまうという問題がある.

そこで本研究では,DTNのノードの移動経路と TTL

の短いデータを優先して選択することを考慮して,メッ
セージ到達率の向上を図る手法を提案する.

2 関連技術
DTNのルーティング方式にはEpidemic Routing,Spray

andWait[1],PRoPHETなどが存在する. Epidemic Rout-

ingはメッセージを保持しているノードが他のノードと
通信可能になったときに保持しているメッセージの複
製を通信可能範囲にいるほかのすべてのノードに送信
する. これを繰り返すことでメッセージの複製が拡散さ
れ,いずれかのメッセージが宛先に到着する. Epidemic

Routingは宛先に到着するまでの遅延時間が他の方式と
比べて最も短いが,網資源を最も消費する方式である.

これを解決するために提案されたのがSpray and Wait

である. Spray and Waitでは網内で生成されるパケット
の個数に上限を設けることで問題の解決を行っている.

その他にメッセージの複製を積極的に生成しないた
めに,ノード間の接触履歴から宛先までの到着可能性を
考慮する方法として提案されたのが PRoPHETである.

PRoPHETは自身のノードよりも到着可能性の高いノー
ドにメッセージの複製をすることで宛先へのメッセージ
到着率の向上を図る方法である.

3 提案手法
既存手法 [2]を図 1にその手法を示す. 既存手法では

Spray and Wait と PRoPHETの 2つの経路制御手法
を組み合わせることで網資源の消費を抑え,メッセージ
到達確率の向上のために移動ノードの予定経路情報を
考慮する手法が提案されている. 遭遇ノードが宛先ノー
ドであればメッセージの複製を転送し,タスクを終了す
る. 宛先ノードではない場合は遭遇ノードの移動経路を
取得し,移動経路が宛先の通信可能範囲内を通過する場
合はメッセージの複製を送信し,通信可能範囲内を通過
しない場合はメッセージを送信するノードと遭遇ノード
の到達確率を比較し,遭遇ノードの到達確率の方が高け
ればメッセージの複製を送信する. これをメッセージの

TTL終了まで繰り返す.
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図 1 既存研究

既存研究では,宛先到達までに TTLが終了し破棄さ
れてしまうデータもあると考えられるため,本研究では
TTLの短いデータを優先して選択することでさらなる
メッセージ到達率向上を図る.

4 評価
本研究と既存研究をシミュレーションし,その両方を

比較することで評価を行う. 評価には DTNのルーティ
ング手法の評価のために開発された The ONEと呼ば
れるシミュレータを用いる.The ONEはDTNにおける
ノードの移動,ノード間の接触,ルーティング,メッセー
ジ処理のモデル化を主に行っている. 本研究は,生成した
データが宛先までどれくらい到達したのかを,本研究と
既存研究の到達確率として比較することで評価を行う.

5 まとめ
本研究では,DTNのノードの移動経路と TTLの短い

データを優先して選択することを考慮して,メッセージ
到達確率の向上を図る手法を提案し,既存研究との比較
を報告した.
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